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日本女子大学文学部英文学科主催学術講演会 
 

John Ruskin and Religion 

＊入場無料 
＊日本女子大学へのアクセス  http://www.jwu.ac.jp/grp/access.html 
 キャンパスマップ  http://www.jwu.ac.jp/unv/about/campusmap.html 
＊問合先：川端康雄  ykawabata@fc.jwu.ac.jp 

 本講演では、イギリス19世紀の批評家ジョン・ラスキン（John Ruskin, 1819-1900）の宗教
観について、近年の研究をふまえて再検討します。ランカスター大学のキース・ハンリー
教授は代表的なラスキン研究の一人であり、John Ruskin’s Romantic Tours 1837-38 
(2008), Journeys of a Lifetime: Ruskin’s Continental Tours (共著、2008)等の重要な著
作を多く出しておられます。 

John Ruskin, copy of Carpaccio’s  St George and the Dragon, 1870/72 
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